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１ 

 

1 学校の理念、教育目標  

教 育 理 念 教 育 目 標 

 

教育理念 

本校は、人間への深い関心を示す豊かな感性と幅広い教養で、生命の尊厳

と人権の尊重ができる倫理観を育み、人々の健康生活を支援し、社会に貢献

できる自律した看護師を育成する。その教育は、学習者の主体性を大切に学

習者と教師が共に学問を探究し築かれる。 

 

 

 

 

教育目的 

 
本校は、看護師に必要な知識、技術、態度を養い、人間力、判断力、基礎

的な看護実践能力を育み、地域医療に貢献できる人材を育成する。 

 

 

 

教育目標 

 
1．人間の生命を尊び、一人ひとりの権利を守る倫理的な行動をとることができ

る。 

2．他者とのより良い人間関係を築くことができる。 

3．あらゆる発達段階、あらゆる人々の健康状態に応じた状況や現象に気づくこ

とができる。  

4．科学的根拠に基づいた安全・安楽・自立に向けた看護が実践できる基礎的能

力を身につける。 

5．看護の役割を理解し.保健・医療・福祉における多職種と連携・協働する基

礎的能力を身につける。 

6．看護師としての自覚と責任を持ち、自己を振り返り生涯にわたり自己研鑚し

続ける姿勢を身につける。 

7．看護師としての役割を認識し、地域における保健・医療・福祉の発展につい

て考える基礎的能力を身につける。 
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2 本年度(令和５年度)の重点目標と達成計画 

令和５年度重点目標 達成計画・取組方法 

 

１ 安定した学校運営 

      

２ 教育課程の円滑な運営  

     

３ 教職員の資質の向上  

     

４ 教育環境の整備  

      

５ 学生支援の強化 

      

６ 入学生・卒業生への支援  

     

７ 広報活動  

     

８ 周辺地域及び学校との交流及び他校との情報交換  

   

９ 後援会及び同窓会活動の支援 

 

１ 安定した学校経営 

 教育の目的・目標達成に向けて組織体制・財政基盤の安定を図り、学校経営・管理

運営を円滑に進める。財務運営については、均衡のとれた財政管理に取り組む。特に、

国・県からの運営費補助金等の堅持には一層の努力を行い、支出についても適切な節

減に努める。また、教育活動その他、学校運営の状況については、事業の達成状況と

課題を明らかにし、更なる運営の安定化をめざし、自己点検･自己評価を継続的に実施

していく。本校の特色ある教育活動及び教育全般等の結果については、ホームページ

等で情報を発信していく。 

２ 教育課程の円滑な運営 

1 学年 120 名、学生総数 360 名の教育課程を円滑に運営するために、専任教員、学

外講師ならびに臨地実習施設の確保・定着に努める。教育実践においては、教育目的・

目標の達成をめざして、ICT の活用や外部機関との連携で学習環境を整え、生命の尊

厳を基盤に看護師に必要な基礎的知識、技術、態度を培えるよう創意工夫した取り組

みを行う。更に学年を重ねるごとに発展的に学習ができるよう各領域間の連携を密に

し、学生個々の自己教育力、社会人・組織人として将来を担う看護師に求められる能

力を育成する。新カリキュラムの実施及び現行カリキュラムの同時進行がスムーズに

行えるよう、更に教務システムの見直しを行うプロジェクトチームを立ち上げる。 

３ 教職員の資質の向上 
教職員のキャリア開発を支援し資質向上を図る。授業評価・キャリアラダーを

用いた目標管理については引き続き評価面接を実施していく。県内外で行われる
研修会や教育研究学会等へはオンラインによる参加も推奨・支援していく。更に
教員の教授能力及び教育管理能力を育成するための新人看護教員研修を全教員が
受講できるよう支援を行う。更に現在使用しているGoogle workspaceの活用がで
きるようICT教育プロジェクトチームを中心に研修会等を計画し、取り組む。 
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令和５年度重点目標 達成計画・取組方法 

 

 

４ 教育環境の整備  

ICT 教育環境の整備を行い、デジタルテキスト導入に伴う授業やオンライン授

業等がトラブルなく進められるよう、学生の主体的な学習環境を支援していく。

更に現在使用している Google workspace の活用により学生へ還元できるよう

取り組む。更に、建物等の自主点検を定期的に行い建物の破損防止、事故防止、

火災防止等の強化を図り、保全管理に万全の対策を講じる。また、敷地内周辺の

植え込み、花壇、ロビー等の植栽や美化等に努めることで学生の情緒教育を促進

する。 

５ 学生支援の強化 

看護師としての基礎的能力の習得に向けて、学生の心身の健康・学習活動・

経済的支援に努める。併せて、社会人・組織人としての基礎的能力、就職・

進学等、看護師として働き続けるために、専門性の追求や絶えず学び続ける

力、多様性や創造性を身につけることができるようにキャリア発達を支援す

る。更に、コロナ禍における家庭の経済的負担や不安に対する対応や奨学金、

修学資金の相談や貸与支援、心の相談・学業相談、就職及び進路相談等に関

して、相談しやすい環境や相談体制を整える。学生の生活・学習状況の変化

をキャッチし、早期から保護者・カウンセラーと連携し、学業継続ができる

よう心のケア（メンタルヘルスケア）を配慮し支援する。 

国家試験対策については、3 年間の支援計画を立案し、入学年次から最終年

次まで各学年の教育進度計画に応じた国家試験対策を計画的に実施する。ま

た、模擬試験及び学習状況を分析し、弱点克服に向けた個人指導を強化し継

続的に支援する。   
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令和５年度重点目標 達成計画・取組方法 

 

 

６ 入学生・卒業生への支援 

 学び直し「リスキリング」に取り組む社会人受験者の確保に向け積極的な

検討をしていく。推薦入学者を対象に行われるプレスクールは、入学までの期待

感・モチベーションが維持でき入学後の学習活動がスムーズに移行できるよう支

援する。卒業生に対しても、就職先にスムーズに適応し、離職することなく仕

事を継続できるよう卒業後 5 ヶ月と 1 年目に里帰りを実施する。また、就職先

との連携、教育へのフィードバックができるよう就職先や実習施設との連携・

協働会議等の取り組みに努める。 

７ 広報活動 

ホームページやブログ及び SNS の活用、那覇看便りの発行・充実をめざし、日

頃の学校生活や学校の魅力を発信していく。学校説明会・学校祭・オープンキャ

ンパス等の開催については新型コロナウィルス感染症の状況に応じ、開催方法を

工夫し学校生活を紹介できるよう取り組んでいく。さらに、学校独自の職業ガイ

ダンスの開催や進路説明会を行い、質の高い入学生の確保に努める。 

８ 周辺地域及び学校との交流及び他校との情報交換 

コロナ禍において地域の状況を確認し環境が整えられた場合にはボランティア

活動の支援をしていく。また、市町村や他機関等から講師派遣依頼等があれば派

遣を行い、地域や他機関との交流を推進していく。併せて、日本看護学校協議会、

沖縄県看護学校教育協議会での情報交換を進め、他の看護関連機関との連携を図

る。 

９ 後援会及び同窓会活動の支援 

学生の教科外活動への助成や看護師国家試験の対策、就職活動、その他、

学生生活に必要な援助を後援会から受けており、同窓会からも行事における

援助を受けている。そのことをふまえて、後援会及び同窓会がさらに活発に

活動できるよう事務的支援を行う。 
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3 評価項目別取組状況 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

令和 5 年度は新カリキュラムが施行されて 2 年目と

なる。従来の教育理念では、「看護実践者を育成する」

と明文化していたが、新教育理念を社会のニーズに即

した『自律した看護師』の育成に修正し看護師養成で

あることを明確化した。 

『自律した看護師』を育成するために、学校の運営方

針について、『那覇看護専門学校事業計画』に明文化

した。年度初めに重点目標・事業計画を提示し教職員

で周知している。前期には中間評価を行い進捗状況の

確認と後期に向けての取り組みの見直し及び確認を

行っている。 

教育理念を実現するために、教育目的・目標を基盤

に、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー、ア

ドミッションポリシーを明確化し、基礎分野、専門基

礎分野、専門分野の領域ごとに履修要綱（シラバス）

に掲げ教育計画を立案・明確化した。 

新たな教育理念を学生・保護者、関連施設、外来講

師等へ浸透させるために、説明会の開催や教育理念を

理解しやすいようロゴマークを修正し、周知の工夫を

行っている。今後も後援会や学校便り等にて保護者へ

の周知を図る工夫を行っていく。 

 

 

学生は「自律した看護師」をめざし主体的に学べる

よう、協同学習技法やプロジェクト学習を取り入れ、

アクティブラーニングを教育活動として展開してい

く。 

 

 

プレスクール 

推薦入試で合格した入学予定者へ、入学前授業

として、プレスクールを 2 回実施した。（仲間と

の交流・入学までのモチベーション維持） 

 

TA との連携による技術教育 

新型コロナ感染症が 5 類に移行したことで、実

習施設と連携協力の下、在学中の支援としてティ

ーチングアシスタント（ＴＡ）と共に技術教育を

行うことができた。 

 

アクティブラーニング 

協同学習技法やプロジェクト学習、シミュレー

ション学習等、学生が主体的に学べるよう教育活

動として展開している。 

 

ダブルスクール 

 放送大学との連携契約の下、ダブルスクール制

度を取り入れている。 

 

学年を超えた交流や、学校行事は感染対策を行

いながら、開催することができた。 

 

学校関係者評価委員の意見 

意見・提言など特になく妥当であると思われる。 
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基準２ 学校運営 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

学校の理念に沿った運営方針は『那覇看護専門学校

事業計画』に明文化している。重点目標・事業計画を

提示し、前期には中間評価を行い進捗状況の確認と後

期に向けての取り組みの見直し及び確認を行ってい

る。『魅力ある選ばれる学校』となるよう、積極的に情

報発信し、透明性・客観性を確保し学校の質保障・向

上を図っていく。 

令和 5 年度は新カリキュラム対応の学生と、現行カ

リキュラム対応の学生の教育課程の運営を行うことが

できた。 

本校は、教職員会議の場が意思決定の場であり、会

議規程を定め、定例会議等を開催し、議事録は開催ご

とに作成している。規則・規程等の改正が必要であれ

ば 管理者会議を経て学校運営委員会等で審議し改正

していく。教職員の研修計画を取り入れ、自己研鑚の

機会とし資質向上を図っている。また、人材確保につ

いては、ホームページやナースセンター及びハローワ

ーク等で採用広報を行っている。 

学生の主体的な学習活動を支援、業務の効率化を図

るためにも、情報管理システムを継続し、トラブル発

生が無いよう、計画的にメンテナンスおよびセキュリ

ティー管理を適切に運営ができるよう整えていく。 

 

 

情報通信技術（ICT）を安全に取り扱うための知識や

態度を養うための情報リテラシーについてさらに強化

していく必要がある。 

 

電子テキストを採用しており、学内の通信環境の強

化、サポート体制の強化ＰＣ等のアップデートを今後

も継続的して行う。更なる PCサポート体制の強化、教

職員 ICT スキルの向上を図り電子黒板、電子カルテの

スムーズな活用、学務システムの見直しを行い、より

活用しやすく円滑に管理できるよう検討を進める。安 

 

 

学務システムを取り入れた教務事務による効率的な

運用ができている。 

 

学生への情報発信をリアルタイムに実施できるよ

う、セキュリティー面を考慮し安全かつ迅速に情報を

発信・共有するツールとして Google work space を導

入し、円滑に学校運営を行っている。  

 

機材・環境が整えることが困難な学生に対する対応

できるように機材（タブレット）の貸出を行っている。 

 

令和５年度は対面授業が行えた。一部の授業では、

オンラインによる遠隔授業を組み入れた授業展開方法

を行った。 

 

学校関係者評価委員の意見 

意見・提言など特になく妥当であると思われる。 
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基準３ 教育活動 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育課程の編成方針、実施方針、職業教育に関する方針を

明確に定め明文化している。又、教育到達レベルも明示して

おり、理念に適合している。 

看護師免許取得の意義を伝え、１年次から 3 年計画のもと

看護師国家試験の支援体制を整えている。 

教育課程については履修要綱（シラバス）で明確にし、講

義、演習、校内実習においては協同学習やシミュレーション、

校内実習にはティ－チングアシスタント(ＴＡ)の教育参加を

行うなど工夫している。 

教育課程評価については、在校生による評価を行い課題に

ついては改善策を講じて取り組んでいる。キャリア教育評価

として卒業生の里帰りで、アンケートの実施を行った。今後、

計画的な評価を行うために、評価時期や評価方法等を明確化

していくことが必要である。 

成績評価の基準について学則（学生便覧）に規定し、かつ

学生に明示している。又、入学前の履修、他の教育機関の履

修について学則に明記しており、単位認定会議にて適切に運

用している看護師資格取得の意義、目標、取得までの取り組

み内容を明確にし、資格取得に向けて国試対策ゼミや、業者

模擬試験等計画的に実施し、指導体制についてもチューター

制を取り入れ指導体制を整えている。 

看護師国試不合格者に対して、在校生同様に模擬試験を受

けさせるなど学習応援委員会が積極的に連携し指導体制を

整えている。 

教員の確保については、指定規則に沿った人材を採用し、計

画的に専任教員養成講習会を受講できるよう支援している。

教員の組織体制は規定に沿って整備している。教員の資質向

上への取り組みについては、年度初めに年間の研修計画を立

て、研修に積極的に参加している 

 

新カリキュラムの評価として、ディプロマ・ポリシ

ー（期待する卒業生像）の達成度を分析し教育課程の

改善に取り組んでいく 

 

キャリア教育評価として卒業生の実態把握を行うた

めに評価時期や評価方法等を経年的に立案していく。 

 

 

キャリア教育については、事業計画で明記しており、

在学中の経験記録をポートフォリオとして整理し、キ

ャリアデザインの講話やストレスマネジメントの講演

などを行っている。 

 

領域間、又は領域を超えて連携・協力体制を構築

している。新カリキュラムに伴う新たな授業内容、

教育方法について、会議を設け協議し取り組んでい

る。 

学校関係者評価委員の意見 

意見・提言など特になく妥当であると思われる。 
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基準４ 学修成果 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

就職率 

 就職率１００％を目標に設定している。事務部

で就職先を把握しデータ化している。更に就職セミ

ナーは毎年１回、県内の病院を招き、校内で実施し

ている。関連する企業（マイナビ・就職ナビ）を活

用し、就職支援をしている。 

 

資格・免許の取得率 

看護師資格取得について、１００％を目標設定

し、１年生から 3 か年計画のもと国家試験対策を実

施している。毎年、合格実績を学校案内に表示し、

全国の合格率ともに比較している。 

又、指導方法と結果を分析し指導方法を検討してい

る。 

 

卒業生の社会的評価 

卒後の実態を調査で把握することは十分にできて

いないため、今後は実態把握ができるよう具体的な

計画を立案していくことが課題である。卒業生の研

究業績については、学会発表等、学会誌で確認し把

握するよう努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生の社会的評価について、卒後の実態を調査

で把握することは十分にできていないため、今後は

実態把握ができるよう継年的な計画を立案してい

く。 

 

 

学校関係者評価委員の意見 

 意見・提言など特になく妥当であると思われる。 
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基準５ 学生支援 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生への就職等に関しては、学年担当教員と就職担当事務職

員は連携しており、学生の就職活動の状況は学内で共有して

いる。学生の学業継続の相談に関しては、各学年チーム担当

教員や教務部長が面談、必要時、学校長、保護者も交えて面

談を実施している。また、心理カウンセラーの活用の促がし

や、必要時、相談医を紹介している 

学生の経済面に対する支援として、困窮している学生には

各奨学金の紹介や、個別相談に応じている。大規模災害時及

び家計急変時等に対する支援制度は整備している。 

学生の健康管理では、学校健康診断、抗体価検査、予防接

種計画を定め、年 1回の学校健診を行い 2次検診が必要な学

生には随時指導を行っている。健康面で問題がある場合に

は、担当教員との連携を行って支援している。課外活動の支

援は、サークル担当窓口の教員を配置し予算やサークル活動

に関しての相談を行っている。 

保護者に対して、入学式後に学校説明会を開催し、本校の

教育理念･目的･目標及び教育課程内容の説明を行っている。

また、後援会役員会及び総会を通して学校の教育活動状況や

学校の支援体制について説明し周知を図っている。 

卒業生の支援として、同窓会が結成されており計画的に総

会や特別講演を開催している。卒後５ヶ月と 1年目に「里帰

り」を開催している。社会人経験者の入学に際し、入学前の

履修科目に対して、学則に従って単位認定をしている 

 

休学者や中途退学者の要因分析を行い、支援の方法
を検討していく。 

 

 学習障害のある学生の対応について教職員全員が学
習する機会を設ける。 

（教員は令和６年度に再教育研修で設定されている） 

令和 6 度から義務化される「合理的配慮」に向けて取
り組んでいく。 

学生の就職等進路 

・就職・進学の情報提供や個別相談を行っている。 

・就職試験や履歴書・小論文の書き方、面接時マナー等の支

援を行っている。 

学生相談の体制 

・各学年の教員が相談窓口として学生を支援している。 

・学生が相談しやすいように男性･女性のカウンセラーを配

置している。また、専門医による治療が必要な学生に対し

ては、相談医リストを提示し支援体制を整えている。 

学生生活 

・経済的支援制度の情報提供を十分行っている。 

 日本学生支援機構・沖縄県看護師等奨学資金 

 教育訓練給付制度・専修学校奨学金給付事業他 

・学生の健康管理に関して、「わたしの健康ノート」を活用

し、学校健診、抗体価検査、ワクチン接種状況が管理でき

るよう指導している。 

保護者との連携 

・学生会が発行している「那覇看だより」、学校 HP も随時

更新し情報を発信している。 

卒業生･社会人 

・卒後は、５ヶ月と 1 年目に「里帰り」を開催している。卒

業後の研究活動の支援として図書館を開放し、個別での相

談も行っている 

学校関係者評価委員の意見 

5－18－1 守秘義務の観点からカウンセラー利用状況を把握できていない課題があったが、個人情報に気を付けながらデーター分析や把握する方法はあるのではないか。

カウンセラーの方と管理職の会議を設けたこと、学生のカウンセラー講義や心理テストを増やしたことは、継続することを期待する。職場の心理士さんにも知られた

くない方もおり、職場以外の場の活用として「看護協会」にも対応できる部署があるので学生にもアナウンスしてはどうか。 

5－19－3 学生のサークル活動は、どのようなものがあったのか。（コロナ前は、食育サークル、ダンス、手話、三味線等。）学生支援として、再開できることを期待する。 
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基準 6 教育環境 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

施設・整備等に関しては、看護師養成所の運営ガイドライ

ンに基づき機械器具、標本、模型及び図書を十分に整備して

いる。また、法定点検や日常点検を定期的に行い必要に応じ

て部品の取替や修繕を行っている。 

学外学習に関して、臨地実習について教育課程上の位置づ

けを明確にし、臨地実習要項を作成し適切に運用している。

実習施設との臨地実習協議会を開催し、連携を密にしてい

る。また年度末にはユニフィケーション会議を開催し協同学

習や現場との意見交換を行っている。臨地実習の教育効果に

ついて、目標評価スケールステップアップスケールの活用で

基礎的能力・成長過程の評価を確認している。 

入学式･宣誓式・卒業式やオープンキャンパスは、学生会

を中心に委員会を設立し教職員と共に参画している。また、

卒業生・保護者・実習施設等へ学校行事の案内を積極的に行

っている 

学校の防災･安全管理に関して、学校防災に関する計画、消防

計画や災害発生時における具体的行動のマニュアルを整備して

いる。施設・建物・設備の耐震化を確認している。消防設備等

の整備及び保守点検を法令に基づき適切に対応している。備品

の転倒防止など安全管理している。学内における安全管理体制

を整備し、適切に運用している。実習中の災害発生時の学生の

安全確保について、マニュアルを作成し臨地実習要項に載せ、

学生への説明、実習施設への説明を実施している。 

デジタルテキスト導入に伴う授業がトラブルなく

進められるよう、引き続き教育環境を整えていく。 

 

 

 

模擬負傷者役を通して防災意識、安全教育 

那覇空港航空機事故防災訓練へ、学生は模擬負傷

者役で参加して貴重な体験をしている。 

 

 

ステップアップスケールを用いて基礎的能力の評価 

臨地実習の教育効果については、各領域の目標評価ス

ケール及びステップアップスケールを用いて基礎的能

力の評価・成長過程の評価を確認している 

学校関係者評価委員の意見 

意見・提言など特になく妥当であると思われる。 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生募集活動に関しては、生徒向けのガイダンス

や高校の進路指導教員に対する学校説明会の開催、

保護者への学校説明会等、積極的に情報提供に取り

組んでいる。また、パンフレットやホームページで

の学校紹介にも力を入れている。 

オープンキャンパスや学校祭においても来校者

へ入試情報を説明している。 

入学選考に関しては、入学選考基準や方法につい

て入試規程に定め運用している。少子化の影響によ

り受験者数が減少しいく中、受験者数・辞退者数・

受験倍率・合格率を管理し、どのように学生募集に

活かしていくかが課題である。引き続き、予備校へ

の説明会の実施や学び直し「リスキリング」に取り

組む社会人受験者の確保に向けた働きかけに取り

組んでいく。 

学納金に関しては、県内他校の水準を把握し、経費

内容に対応して学納金を算定している。 

合格率・辞退率などの現況を分析し、入学選考に

活かしていく。 

 希望する高校と相談の上、各校個別のガイダンス

の実施方法を構築する。   

 

高校の教員に対する学校説明会を実施し、本校の

教育の特徴等を説明している。 

入学希望者・保護者・高校の教員等一般向けの学

校案内パンフレットを作成して広報活動に努めて

いる。 

 

オープンキャンパスや学校祭の開催では、学校説

明会を設定し、進路や奨学金等の相談が気軽に行え

るブースを設けている。 

 

学校関係者評価委員の意見 

実習施設などの病院にも、学校のパンフレットや募集要項を置いてはどうか。医療関係の職員の家族や子供など、看護職への興味を抱いている。 
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基準８ 財 務 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

安定した財務状況である。中長期的にみても学校

の財務基盤は安定しており、適切に会計監査も受け

ている。業務は法令等に従い適正に実施されてお

り、事業報告書は本校の状況を正しく示している。 

監査法人による定期監査を実施し指導を受けて

いる。 

財務情報はホーム公開体制の環境も整い情報公

開している。 

予算規定が整備されていないので課題としてい

る。 

特にコスト管理においては、支出状況を把握し、

項目別にコスト管理を行うよう努力しているが、省

エネ対策も含めて電力使用について有効な方策を

検討していく事が今後、更に必要である。 

今年度で借入金の全てを返済するので、次年度以

降の中期計画書の策定に取り掛かる。 

予算規定については法人全体で検討することと

していたが、法人全体での整備に時間を要するため

学内において内部規程で整備した。 

更に、省エネ対策も含めて電力使用について有効な

方策を業者から提案いただき有効な方策について

は中期計画に盛り込んでいく。 

 

 県から学校運営費の補助を受けており、財務管理

においても県の要綱に従い管理、運営を行ってい

る。 

学校関係者評価委員の意見 

意見・提言など特になく妥当であると思われる。 
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基準９ 法令等の遵守 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 関係法令の設置基準に基づき学校を運営し届け出

ている。運営に必要な規則・規定等は、整備し適切に

運用しており、個人情報保護に関することや学務シス

テムおよびサイトに関しても、適切に運用している。

ハラスメント等の防止規定は作成されているが、具体

的な対応マニュアル策定はまだである。今年度は、教

職員に対して、ハラスメント防止の研修を行っている。 

学生に対しては、意見箱を設置し、教職員のコンプ

ライアンスに関する窓口として顧問弁護士が設置され

ている。 

 

個人情報保護に関する取り扱い・規定を定め、適切に

運用している。学生へは個人情報保護・管理、SNS の

取り扱い、通信機器などのマナーなどについては、学

校生活や実習における教育指導や特別講義を通して、

周知している。 

ICT 活用の拡大に伴い、遠隔授業を受講する際の誓

約書や情報の取り扱いマニュアル作成を行い、対応し

ている。 

学校関係者評価結果は報告書にとりまとめ、学校関係

者評価委員会の意見も合わせてホームページに掲載し

ている。 

 

ハラスメント等の防止規定は作成されているが、具

体的な対応マニュアル策定はまだである。今年度は、

教職員に対して、ハラスメント防止の研修を行ってい

る。発生を未然に防止するよう努め、マニュアルの策

定に取り組む。 

 

 

学校関係者評価委員の意見 

9－32 「関連法令」についてハラスメント研修を教職員に実施しているが、ハラスメント防止等に関する規程に沿った具体的なマニュアルがないので、発生

を未然に防止するよう努めるとともに、マニュアル策定に取り組みことを期待する。 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

総括と課題 今後の改善方策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

実習施設との連携にも力を入れ、ティーチング

アシスタント（T・A）の活用を行い、臨地実習施

設と学校の教育連携推進会議（ユニフィケーショ

ン会議）を開催し、講師のキャリアアップのため

に認定書を交付している。 

就職指導に関しては、県内の実習病院を中心に

就職説明会を行っている。実習病院や各専門学

校、医療系大学、沖縄県と広く連携しながら運営

ができている。 

ボランティア活動など社会活動について、学校

として積極的に奨励しており、SDGｓパスポート

を学生に紹介し、ボランティアの実績の自己管理

が行えるよう支援している。 

 

 

 

 

認定書交付 

学校と実習施設との連携として教育連携推進会

議（ユニフィケーション会議）を開催し、技術教育

に携わった方、講義を行った方へキャリアアップの

為の成果として認定書を交付している。 

 

社会活動について 

那覇北ロータリークラブの協力の下、学生へ SDGS

に関連したフォーラムを開催することができた。 

 

ボランティア活動 

ボランティア活動など社会活動について、学校とし

て積極的に奨励し、学生の活動実績を評価し、卒業

時に表彰している。ボランティア活動を行った学生

に対し、SDGｓパスポートにて自己管理ができるよ

うにしている。 

学校関係者評価委員の意見 

10－36－2 国際交流について、外国人留学生に関する規程はあるが、具体的な受け入れマニュアルの整備ができていない状況である。 

今後外国人が入学した場合学校になじめるのか、心のケアも含めて受け入れ窓口を設ける必要があるのではないか。 

介護福祉の分野では、外国（フィリピン、ネパール）の留学生を受け入れており、かなり優秀である。県内の学校で連携して構築してはどうか。 
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4 令和５年度重点目標達成についての自己評価 

令和５年度重点目標 達成状況 今後の課題 

１ 安定した学校運営  

 

 

 

     

２ 教育課程の円滑な運営  

 

 

 

 

 

 

 

 

     

３ 教職員の資質の向上  

 

 

 

     

４ 教育環境の整備   

    

 

 

１．安定した学校運営 

教育目的・目標の達成に向けて組織体制・財政基盤の安定化については、均

衡のとれた財政管理に努め、支出については適切な節減に努めることができ

た。年度末に学校運営全般の自己点検・自己評価を実施し事業の成果状況と課

題を明らかにし、結果を公表することができた。 

２．教育課程の円滑な運営 

新カリキュラム対応の学生（14 期・15 期）と現行カリキュラム対応の学生

（13 期）の教育課程については、適切に運営することができた。外来講師の

確保定着については問題なく行えた。実習施設のご協力の下、コロナ禍以前の

従来どおりの臨地で実習を実施することができた。 

看護職に必要な自己教育力、社会人・組織人としての基礎緒的能力の育成に

ついては、「step up スケール 看護師として必要な基礎力」を継続的に活用

し学生自身で自己評価を行い、自己成長を確認することができた。実習指導者

とのユニフケーション会議にオンライン会議とした。技術教育については実施

可能な時期に関わって頂くことはできた。 

３．教職員の資質の向上 

年度初めに計画していた研修会（オンライン研修含む）を受講するこができ

た。新任教員研修会も他校の新任教員も参加し実施することができた。キャリ

アラダーを活用した目標管理に基づく評価面接を年 2回(中間・年度末)実施す

ることができた。 

４．教育環境の整備 

ICT教育環境の整備を行い、デジタルテキスト導入に伴うトラブル等の予防

対策を取ることができた。運営ガイドラインに基づき機械器具、模型や図書を

十分に整備し、図書室については 20 時まで開放し学生が学習しやすいように

体制を整えることができている。施設整備に関しては、法定点検や日常点検を

定期的に行っている。駐車場の整備も行うことができた。花壇の美化について

は時期により手入れを行っている。 

新型コロナ感染予防策として学校の玄関前に非接触型サーモグラフィを設

置し学生、教職員、外部の来校者等の体温管理を必要時行っている。（感染拡

大が予測される場合） 

 
 

・全国的に看護師を目指す人材の減少や、

大学を選択する学生が増えていることの

影響もあり、受験生が減少しており、魅力

ある学校として選ばれるよう努力して行

く。 

 

 

・今後、新カリキュラムの評価を行い、デ

ィプロマ・ポリシー（期待する卒業生像）

の達成度を分析し教育課程運営に取り組

んでいく。 



１７ 

 

 

令和５年度重点目標 達成状況 今後の課題 

５ 学生支援の強化  

    

 

 

 

 

６ 入学生・卒業生への支援 

    

 

 

７ 広報活動  

 

  

  

 

８ 周辺地域及び学校との交流及び他校

との情報交換  

 

  

 

９ 後援会及び同窓会活動の支援 

５．学生支援の強化       

学生自らがセルフチェックできるよう「私の健康ノート」を活用し、毎日の

体温の記載を行うことができるようにした。経済的支援として各奨学金の紹介

や個別相談に対応することができた。  

社会人・組織人としての基礎的能力、就職・進学等キャリア発達を支援する。

国試対策として３年間の支援計画の下、国家試験合格 100％をめざし、教員及

び学生の国試対策委員を中心にかかわることができた。 

本年度は国家試験 95.8％（114名/119名）の合格率であった 

  

６．入学生・卒業生への支援      

入学前支援として 2回シリーズでプレスクールを実施することができた。 

卒業後支援として卒後５か月目と卒後１年目に里帰りを対面で実施すること

ができた。 

 

７．広報活動        

日頃の学校生活等について学校ホームページで紹介することができた。学校

説明会は対面で行うことができた。必要に応じてハイブリット型でも実施し

た。学校祭、オープンキャンパスは、学生会の協力の下、実施することができ

た。 

 

８.周辺地域及び学校との交流及び他校との情報交換    

新カリキュラムの「地域・在宅看護論」の中で学生が地域の暮らしと健康と

の関連で豊見城市のフィールドワークを行い、市内の事業所と交流が持てた。 

学生のボランティア活動は、5月以降から依頼が増えた。SDGｓパスポート

を学生に紹介し、ボランティアの実績の自己管理が行えるよう支援できた。 

沖縄県看護教育協議会との情報交換については校長役員会や再教育研修会、

領域会議等を通して情報交換はできている。 

 

９．後援会及び同窓会活動の支援     

後援会及び同窓会活動がさらに活発に行えるよう事務的支援を行った。 

 

 


